
＜発行根拠法別発行額＞ （単位：億円） ＜消化方式別発行額＞ （単位：億円）

(a) (b) (b)－(a) (c) (c)－(a) (c)－(b) (a) (b) (b)－(a) (c) (c)－(a) (c)－(b)

344,320 390,346 46,026 343,698 ▲ 622 ▲ 46,648
カレンダーベース
市中発行額 1,470,000 1,470,000 － 1,412,000 ▲ 58,000 ▲ 58,000

60,500 89,014 28,514 60,970 470 ▲ 28,044
第Ⅱ非価格
競争入札 56,200 86,994 30,794 74,620 18,420 ▲ 12,374

283,820 301,332 17,512 282,728 ▲ 1,092 ▲ 18,604 年度間調整分 ▲ 4,172 29,005 33,177 ▲ 6,987 ▲ 2,815 ▲ 35,991

21,564 19,037 ▲ 2,527 15,145 ▲ 6,419 ▲ 3,892 1,522,028 1,585,999 63,970 1,479,633 ▲ 42,395 ▲ 106,365

165,000 196,000 31,000 120,000 ▲ 45,000 ▲ 76,000 個人向け国債 19,000 31,500 12,500 29,500 10,500 ▲ 2,000

1,091,144 1,092,616 1,471 1,060,790 ▲ 30,354 ▲ 31,825 その他窓販 1,000 500 ▲ 500 500 ▲ 500 －

832 － ▲ 832 19,118 18,286 19,118 20,000 32,000 12,000 30,000 10,000 ▲ 2,000

1,622,028 1,697,999 75,970 1,539,633 ▲ 82,395 ▲ 158,365 80,000 80,000 － 30,000 ▲ 50,000 ▲ 50,000

1,622,028 1,697,999 75,970 1,539,633 ▲ 82,395 ▲ 158,365

平成２９年度国債発行予定額

区　　分
２８年度当初 ２８年度3次補正後 ２９年度当初

区　　分
２８年度当初 ２８年度3次補正後 ２９年度当初

新規国債

建設国債

特例国債

復興債 市中発行分　計

財投債

借換債

うち復興債分 個人向け販売分　計

国債発行総額 公的部門（日銀乗換）

合　　計

※１ 平成29年度の市中からの買入消却については、総額１兆円程度を上限に実施（具体的な実施方法は、市場参加者との意見交換を踏まえ、市場の状況を見ながら決定）。

※２ 平成29年度における前倒債の発行限度額は56兆円。

（注１） 各計数ごとに四捨五入したため、計において符合しない場合がある。

（注２） カレンダーベース市中発行額とは、あらかじめ額を定めた入札により定期的に発行する国債の４月から翌年３月までの発行予定額の総額をいう。

（注３） 第Ⅱ非価格競争入札とは、価格競争入札における加重平均価格等を発行価格とする、価格競争入札等の結果公表後に実施される国債市場特別参加者向けの入札をいう（価格競争入札等における
各国債市場特別参加者の落札額の15％を上限）。
平成29年度の第Ⅱ非価格競争入札に係る発行予定額については、当該入札を実施する国債（40年債、30年債、20年債、10年債、５年債、２年債及び10年物価連動債）のカレンダーベース市中発行額
の７％を計上している（28年度当初は5％を計上。28年度3次補正後は実績を反映した上で７％を計上。）。

（注４） 年度間調整分とは、前倒債の発行や出納整理期間発行を通じた、前年度及び後年度との調整分をいう。


